
（別紙３）

〜 令和 7 年 11 ⽉ 29 ⽇

（対象者数） 21 （回答者数） 19

〜 令和 7 年 11 ⽉ 29 ⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・それぞれの活動内容の写真を、定期的に保護者様にお伝
えできるようにする。
・作る楽しみ、⾷べる楽しみだけでなく、作る過程での⼦
ども同⼠の関わりの中で、主体性を発揮できるよう⽀援し
ていく。
・作る料理のバリエーションを増やしていく。

2

・保護者様が気軽に事業所へ相談ができるよう、⽇々信頼
関係を築いていく。
・真摯に⽀援を⾏っている。
・保護者様に利⽤者の些細なことでも報告する。

3 ・学校授業⽇でも外出できるようなプログラムを検討して
い く。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 ・各々の下校時間に合わせられるように⼈員を配置する。
そのために、⼈員を増やしていく。

2 ・⼈数によってイベントを変更し、スペースの狭さ感じる
事なく楽しく運動できる。

3 ・持ち運びができるテント等を使⽤する。

利⽤者様が楽しめるプログラムを提供している。

・季節に合わせた⾏事やイベント、外出⾏事などを年間⾏事
に取り⼊れて実施している。また、⽇々のおやつに関しは、
⾷育をはじめ、安全な調理器具の使い⽅や達成感を育む活動
として活発に⾏っている。

保護者様と話す場を定期的に設けている。

・直接、事業所で⾯談を⾏うことだけではなく、電話相談も
⾏っている。
・職員間で利⽤者様や保護者様の様⼦を共有し、⼩さな変化
にも気付けるようにしている。

個別・集団・⼩集団での活動

・⽇々のプログラムは⼀つにしぼらず、⼦どもたちが活動の
選択を出来るように⽀援している。また、ニーズに合わせて
⼩集団での活動（制作や⼿作りおやつ）、集団（集会・ゲー
ムなど）を通して、多様な体験が出来るように⽀援してい
る。

クールダウンや個別療育で使⽤できる部屋が少ない。 ・建物の構造上、部屋を増やすことが難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

学校授業⽇に外出⾏事を⾏えてない。
・利⽤者によって下校時間が違うため。
・スタッフの⼈員確保が難しい。

運動スペースが狭い
・曜⽇によって異なるが、狭いと感じる事もある。特に⾼学
年や思春期区分においては、運動を取り⼊れた集団でのゲー
ムは、狭さを感じる。

令和 7 年 11 ⽉ 1 ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 7 年 11 ⽉ 30 ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ルシェル 江端

○保護者評価実施期間 令和 7 年 11 ⽉ 1 ⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙４）

ルシェル 江端
公表⽇ 令和 ６ 年 11 ⽉ 30 ⽇

利⽤児童数 ２１ ⼈ 回収数 １９ 枚

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。 16 2 1

・適切な⼤きさだと思います。
・体を動かすプログラムが多くあるの
で、確保されていると思います。
・送られてきた写真から⼗分だと感じ
ました。
・⾯談の際に、⾒た時に広いと感じ
た。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 14 2 3
・⼿厚いと感じた。
・適切な配置であると思います。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思
いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

18 1

・以前⾒せていただいた際、きれいに分か
りやすく作られていました。
・適切な配慮が実施されている印象があり
ます。
・何箇所か段差がある。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

18 1

・⼦どもから綺麗だと聞いている。
・掃除も⾏き届いていると感じた。
・学習場所と活動場所が分かれている
のが良いと思った。

5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀
援が受けられていると思いますか。 

18 1

・⼦供⼀⼈ひとりに寄り添っていると
感じている。
・⼀⼈⼀⼈の利⽤者の現状・環境等
を、正確に把握して専⾨性の⾼いサ
ポートを提供なさっている印象を受け
ている。

6
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と
合っていると思いますか 。

18 1
・⼀致していると思う。
・適切な⽀援内容であると感じてい
る。

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀援計画）が作成さ
れていると思いますか。

17 2

・出来なかった事が少しずつ出来るように
なってきた。
・性格に合わせた計画になっていると感じ
た。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀
援」、「移⾏⽀援 」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に必要な項⽬が適
切に設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いま
すか。

17 2

・詳しく説明してくれた。こちらの質
問にも答えていただいた。
・保護者との、⽇々のやり取りから、
利⽤者・保護者への理解・交流を深め
てそれらを反映・活⽤した個別⽀援計
画を組んで頂いていると思う。
・正しい情報共有に基づいたプランで
あると感じた。

9 放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。 19
・計画に沿った⽀援をしてくれている
と感じた。
・親のニーズに合っていると感じた。

・今後も、清潔に保てるようにしていき
ます。

今後も、作業療法⼠を中⼼に専⾨的な⽀
援していきます。

保護者のニーズに沿って、今後も作成し
ていきます。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
⽀
援
の
提
供

・今後も、計画に沿った⽀援を⾏ってい
きます。

事業所名

ご意⾒を踏まえた対応

・ご利⽤⼈数の調整や、外出イベントも
取り⼊れて、のびのびと遊べる時間や機
会を確保してまいります。
また、スペースに左右されずに運動出来
るよう⼯夫してまいります。

・簡易的なスロープを検討していきま
す。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思いま
すか。

17 2

・いつも様々な体験をさせて頂いて、
とても嬉しく思っています。
・プログラムの種類が多いように感じ
た。
・毎⽇違う内容でありがたい。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機
会がありますか。

1 8 10

・他との交流の話は聞いた事がない。
・事業所のお友達だけではなく、⾊々
な⼦どもと関わって欲しい。
・事業所に来ている⼦以外と交流した
ということを聞いたことがない。
・聞いたことがないため分からない。

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等につ
いて丁寧な説明がありましたか。

19
・責任者の⽅から、契約時に丁寧な御
説明を受けている。

13
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされ
ましたか。

18 1
・受けている。
・さらっと説明されて少し不安に感じ
た。

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われています
か。

2 4 8 5

・送迎の際に、⼦育ての助⾔を受けて
います。
・⾯談の際に、どういうことをすれば
よいか教えていただきました。
・研修会があるということは聞いたこ
とがない。

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況
について共通理解ができていると思いますか。

18 1

・出来ている。
・⾯談や送迎の際に、相談したことを
すぐ答えてくれた。
・共通理解を持っていると感じてい
る。

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。 17 2
・⾏われている。
・送迎の際に、よくアドバイスを貰っ
ている。

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。 18 1

・相談にのってもらえているので、受
けれている。
・保護者のニーズに沿って、⽀援をし
てれていると感じている。
・⼦どもの成⻑を親と同じ熱量で喜ん
でくれていると感じている。

18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交
流の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょ
うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同⼠の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの⽀援がされていますか。

12 7

・交流等にはやや苦⼿意識があること
もあり、今のところなくても困ってい
ない。
・交流の機会が必須という分けではな
いかと感じる。
・保護者会や⽗⺟の会があることを聞
いたことがない。

19
こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されているととも
に、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、
相談や申⼊れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

12 7
・以前、相談に対し、迅速な対応をし
ていただいた。
・定期的に⾯談を設けてくれた。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている
と思いますか。

18 1 ・適切な配慮がされていると感じる。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発
信されていますか。

12 7

・定期的にラインで⽇々の様⼦をお
くってくださるため、とてもありがた
い。 ・毎⽉、プログラム表を配布し
てくれるのでどんな活動をするのか分
かりやすい。

適
切
な
⽀
援
の
提
供

・引き続き、季節のイベント⾏事等を⼤
切にしながらプログラムを組み⽴ててい
きたいと思います。

・必要性やご意向を伺いながら、すすめ
てまいります。
・プログラムに盛り込むことを検討して
いきます。

保
護
者
へ
の
説
明
等

・今後は⾯談だけでなく、研修会や地域
の保護者様向け連絡会、サロン等の情報
提供もさせていただきます。

・送迎時や⾯談等の機会を⼤切に、双⽅
の思いやニーズを共有していきたいと思
います。

・定期的な⾯談の機会や⽇々の送迎時の
お声掛けを⼤切にしながら、助⾔等の⽀
援を⾏ってまいります。

・保護者様のご意向を伺いながら計画を
⽴てていきたいと思います。

・引き続き、インスタグラムやラインで
⽇々の様⼦を発信させていただきます。

・相談などの申し⼊れがしやすい体制、関係
づくりに努めてまいります。また、相談  事
に迅速に対応できるよう努めてまいります。

・不安のないよう、「分かりやすい丁寧
な説明」を徹底いたします。



22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。 17 2
・徹底されている。
・充分であると感じる。

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて
いますか。また、発⽣を想定した訓練が実施されていますか。

12 2 5 ・実施されていると思います。

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練が⾏われていますか。

14 5
・⾏われていると思います。
・実際に、⾏った写真がラインで送ら
れてきました。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか
 。

18 1
・⼤きな怪我があったことを聞いたこ
とがないのでできていると思う。

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や
事故が発⽣した際の状況等について説明がされていると思いますか。

19 ・できていると思います。

27 こどもは安⼼感をもって通所していますか。 19

・安⼼できる場所の1つであると本⼈も
感じていると思います。
・先⽣⽅から⼤切にされていると感じ
ているようです。
・安⼼からか、⼼を委ねていると感じ
ています。
・ルシェルから帰るといつも笑顔なの
で安⼼して過ごせたことを感じていま
す

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 18 1

・⾊々なお菓⼦を作らせて頂き、あり
がとうございます。
・楽しみに通所しています。
・ルシェルの⽇を「やった〜︕」と喜
んでいます。
・ルシェルを利⽤する⽇は、朝から楽
しみにしています。

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。 19

・こちらの都合にいつも合わせて頂き、本
当に感謝です。
・本⼈の特性や好みをよく理解し、サポー
トして頂けることに感謝しています。
・通所以外の環境で発⽣した事柄に関しま
しても、温かい御対応を頂いています。
・親⾝になって相談をきいていただけるた
め、満⾜している。

保
護
者
へ
の
説
明
等

・ご契約時での説明を徹底するとともに
訓練を実施した際は、連絡帳やSNS等で
もお知らせいたします。

・年2回の法定訓練の他、職員会議棟で
も机上訓練をしています。

⾮
常
時
等
の
対
応

満
⾜
度

・⽇々、⼦どもの適切な⽀援を⼼掛け、
また、既存のプログラムに満⾜する事な
く、⽀援の充実を⽬指してまいります。

・怪我や事故の⼤きさに関係なく、迅速
な連絡と説明を⾏ってまいります。

・安⼼感をもって通所していただけるよ
う、情報提供と事業所のお知らせを細や
かに丁寧に⾏っていきたいと思います。

・個別⽀援の充実に努める⼀⽅で、⽇々
楽しみのある活動の場を⼯夫してまいり
ます。

・⽇頃の事業所⾃⼰点検を継続するとと
もに、活動場所や活動内容に応じて、危
険排除をしております。



（別紙５）

ルシェル 江端
公表⽇ 令和 7 年 11 ⽉ 30 ⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。 6
・基準に準じた中で活動しまた、活動に合わ
せて配置等を⼯夫しています。

・基準に準じてスペースを確保しています。
各活動の場⾯に応じて、適宜⼯夫して使⽤し
ています。

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

6
・ご利⽤者の定員に合わせた職員数を配置し
ております。

・配置基準に基づき配置しています。

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

6

・利⽤者様が使いやすいように配置を確認し
たり、ホワイトボードで絵や⽂字の⼤きさに
配慮した上で、視覚的な掲⽰を⼼がけていま
す。

・今後も利⽤者様に合わせて環境を整えてま
いります。ホワイトボードや絵カード、掲⽰
物等の室内レイアウトの⼯夫も⾏ってまいり
ます。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

6
・療育終了後に清掃・消毒を⾏っておりま
す。

・清潔空間にて気持ちよく過ごせるよう努め
てまいります。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認めら
れる環境になっているか。 

3 3

・必要に応じて別室での個別対応をしていま
す。
・パーテーションや年齢に合わせたテーブル
配置等をし、個別療育やカームダウン等に対
応・配慮しています。

・個々の障害特性に合わせて、配慮のある空
間づくりを⾏ってまいります。
・状況によっては個別の別室を使って良い事
を周知しきれませんでした。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

6
・職員間で情報のやり取り、⽬標設定が出来
るよう定期的に研修を⾏っております。

・カンファレンスや⽇々のミーティングでの
意⾒交換を⾏っております。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

6
・年に⼀度アンケートを⾏っております。
また、ホームページ等でその内容を報告して
おります。

・今後も保護者様のご意⾒や⾃⼰評価の意⾒
を踏まえながら改善に努めてまいります。

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

6
・⽇々のミーティングや定期カンファレンス
にて、意⾒交換、情報共有、業務改善等を
⾏っています。

・⽇々のミーティングや定期カンファレンス
を継続して⾏ってまいります。

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげている
か。

6
・外部評価は⾏っておりませんが、年に⼀回
保護者様へのアンケート実施を⾏っておりま
す。

・現段階では、内部の評価のみとなっており
ますが、今後は第三者による評価を検討して
まいります。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

6
・毎⽉の社内研修に加え、社外研修にも参加
しています。

・職員の資質向上を⽬標に、今後も定期的な
研修参加を⾏ってまいります。

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 6
・5領域を関連付けた⽀援プログラムを作成
しております。

・今後、ホームページおよび、お知らせを発
公して公表いたします。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。

6
・保護者のニーズを聞き取り、確認した上で
個別⽀援計画を作成しています。

・⼦どもの意思の表出・形成・表明・実現の
過程を⼤切にし、適切なアセスメントが出る
よう取り組んでまいります。

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責
任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 

6
・職員間で意⾒交換、情報共有した上で、
⾏っております。

・「⼦どもの最善の利益」を考慮する検討会
を⾏ってまいります。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援
が⾏われているか 。

6
・定期的に共有し、⽇々のミーティング時に
も⽀援内容の確認をしています。

・計画通りに⽀援が⾏われるよう、⽀援前の
情報共有と役割分担の確認を継続いたしま
す。

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマ
ルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使⽤する等により確認しているか。

6
・ツールを使⽤するとともに、必要に応じ
て、ツールの改善作業を⾏っています。

・今後も、⽇々の⾏動観察の共有を⼤切にし
インフォーマルなアセスメントの積み上げ
⾏ってまいります。
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16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、
「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい
及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に
設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

6
・新たな項⽬他、個々 の必要性に合わせて項
⽬や⽀援内容を設定しています。

・新たな項⽬に関しては、特に説明の必要が
あり、分かりやすくご説明していきます。

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 6
・活発に意⾒が出せるように、⾵通しの良い
職場環境作りに努めております。

・カンファレンスやミーティングにて、意⾒
交換を⾏った上で、⽴案しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 6
・⽇々のミーティングにおいて、利⽤児童の
特性等を確認をした上で、適切なプログラム
を組み⽴てて実施しています。

・引き続き、チーム間で意⾒を出し合い、活
動プログラムを⽴案していきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

6
・個別活動の時間と集団活動の時間を分けて
⽀援を提供しています。

・チーム間で意⾒を出し合い作成しており、
個別活動集団活動を組み合わせた上で⽀援を
⾏っております。

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏ってい
るか。

6
・⽀援前ミーティングにて打ち合わせをして
います。

・⽇々の朝礼やミーティングを⼤切にした上
で連携し、⽀援を⾏っております。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援
の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

6
・終業前に必ず打ち合わせを⾏い、その⽇の
振り返りを⾏っております。

・⽇々の朝礼やミーティング、終業前打ち合
合わせにて振り返りを⾏うとともに、気付き
や、改善点、⼯夫すべき点などを共有してお
ります。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善に
つなげているか。

6
・実施記録、経過記録、業務⽇報、共有ノー
ト、連絡帳、送迎表等を活⽤し、記録の徹底
に努めています。

・記録をしっかりととった上で、⽀援の検証
および改善に努めてまいります。

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直し
の必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

6
・個別⽀援計画の更新時期に聞き取りを⾏い
職員間で⾒直しを⾏っております。

・今後も定期的なモニタリングを継続すると
ともに計画の⾒直しを⾏っていきます。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて⽀援を⾏っているか。

6

・⽇々の活動に「4つの基本活動」を取りい
れて⽀援を⾏っています。多様な遊びや経験
ができるようなプログラムを組み⽴てていま
す。

・⼦どもが意欲的に関われる遊び、ゲーム形
式の運動療育、⼿作りおやつでの成功体験、
児童館などに⾏き、他児交流活動など、⾃⼰
決定を促しながら取り組んでまいります。

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決
定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っているか。

6

・提供活動は⼀つに絞らず、常に選択できる
環境を整えております。また、⾃⼰決定出来
るまでのプロセスを⼤切にしながら、⽀援を
⾏っております。

・集会や遊び、活動を通して、こども同⼠が
関わりの中で⾃⼰選択や⾃⼰決定ができるよ
う、指導員が適宜介⼊しながら⽀援してまい
ります。

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

6
・ケース会議等に、管理者や担当職員が参加
し、意⾒交換や情報提供をさせて頂いており
ます。

・引き続き、担当職員や管理者の参加にて、
ケースに合った情報提供が出来るよう臨んで
まいります。

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。

4 2
・整えており、会議や連絡があった際には、
必要に応じて情報提供、情報共有をしており
ます。

・今後は、連携した⽀援を⾏っていけるよう
関係機関への積極的な情報共有に努めます。
・管理者だけではなく、他の職員も参加できるよ
うにします。

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）
を適切に⾏っているか。

6
・毎⽉、学校関係者やご家族様から情報提供
をいただいており、送迎等の連絡調整も
適切に⾏っております。

・引き続き必要な連絡調整を⾏ってまいりま
す。

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

4 2
・必要時に、関係機関にも適宜声掛けし、情
報共有を求めています。

・より積極性を持って情報共有を⾏ってまい
ります。

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する等して
いるか。

6
・⾼等部や⾼等学校を卒業した利⽤者様いな
いため、できておりません

・移⾏がある場合は情報を提供していきま
す。

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設けているか 。

1 5
・機会があった際には積極的に研修に参加し
ております。また、必要時には助⾔やアド バ
イスを受けております。

・引き続き研修参加に努め、また、助⾔等におい
ては積極的に受けるよう努めます。
・管理者や担当者だけではなく、他の職員も参加
できるようにします。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

4 2
・児童館に⾏き、地域の⼦どもと活動してい
ます。

・引き続き、他の⼦どもとの活動機会を提供
してまいります。
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33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 1 5 ・管理者が機会があれば参加しています。
・他の職員も積極的に参加するように努めま
す。

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

6
・送迎時には保護者様に当⽇の活動内容とご
様⼦をお伝えするようにしております。

・送迎時の情報共有や、定期的な聞き取りを
継続してまいります。また、それ以外でも
ご希望がある際は⾯談を通して共通理解に努
めます。

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の
機会や情報提供等を⾏っているか。 

6
・事業所の⽞関⼊⼝付近に情報の掲⽰をして
おります。

・掲⽰だけでなく、積極的にお声掛けを⾏い
必要に応じて情報提供を⾏っていくよう努め
てまいります。

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。

6 ・ご契約時に⾏っております。
・分かりやすい丁寧な説明ができるよう、職
員の資質向上に努めます。

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

6
・保護者様には聞き取りにて意向確認を⾏い
⼦どもには、通所時の関わりの中で聞き取
り、移⾏確認を⾏っております。

・利⽤者様の意思の尊重と最善の利益の優先
考慮を踏まえた上で、意思形成⽀援・意思表
明⽀援も合わせて⾏ってまいります。

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

6
・保護者様へ個別⽀援計画の内容をお伝えし
同意を頂いております。

・利⽤者様の状況や課題、ニーズに合わせて
作成し、少しでも不安のない中ですすめられ
るように説明していきます。

39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必
要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

6
・送迎時の情報共有の他、個別での⾯談希望
に対応しております。

・個別での⾯談の他、送迎時には積極的にお
声掛けをし、悩み等のお伺いをしてまいりま
す。

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。ま
た、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしている
か。

6
・保護者様やごきょうだいも参加できるよう
な⾏事の計画を⽴てております。
（親⼦で楽しむ会・作品展）

・参加型の⾏事の他で交流機会のご要望に対
しては、今後検討してきたいと思います。

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

6

・苦情相談窓⼝を設置しており、契約時にご
説明しております。
・お⼦さまや保護者様から相談の申し⼊れが
あった際には適宜対応させて頂いておりま
す。また、相談しやすい環境作りにも努めて
まいります。

・苦情があった際には迅速に対応させていた
だきます。
・⾔いづらい事、⾔いにくい事が⾔えるよう
に、⽇頃からの信頼関係の構築に努めてまい
ります。

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することによ
り、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

6
・ホームページやSNSで活動内容をお伝えさ
せていただいております。

・ホームページやSNSの定期的な更新にも、
努めてまいります。

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 6
・事業所内では鍵のかかる場所に個⼈情報を
保管しております。

・個⼈情報の取り扱いには細⼼の注意を払う
とともに、⼦どもたちにも個⼈情報の取扱い
について発信しています。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

6
・お⼦様の発信⽅法等に合った聞き取りが出
来るように型にはめずお話を聞くよう⼼がけ
ています。

・お⼦様からの申し出があった場合には、場
所等配慮しながらお話をきいております。ま
た、保護者様から申し出があった場合には、
別途⾯談時間を設けております。

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

6
・実施には⾄っており ませんが、年間⾏事計
画には地域との交流がもてる計画を⽴ててお
ります。

・情勢を考慮し、衛⽣・感染対策等を徹底し
つつ、地域活動の実施に向けて努めてまいり
ます。

46
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

6
・ご契約時にマニュアルがある旨の説明をし
ております。

・マニュアルの策定および訓練の実施をして
おります。保護者様へのご説明とご報告を徹
底してまいります。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

6 ・BCPの策定は済んでいます。
・⾮常災害時訓練も定期的に⾏い、また、訓
練実施後のご報告も⾏ってまいります。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

6
・アセスメントツールにも記載し、確認漏れ
のないように努めております。

・服薬内容の変更等も、適宜聞き取りを⾏い
最新情報の共有に努めます。
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49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応
がされているか。

6
・事前聞き取り・ご提出書類等で確認してお
ります。

・おやつを提供しているので、細⼼の注意を
払っております。事前聞き取りやご提出書類
等で確認しておりますが、変更等に備え適宜
聞き取りを⾏ってまいります。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。

6
・安全計画に基づき、⽇々の環境整備にて点
検作業を実施しております。

・リスクの⾼い場⾯に対しても、綿密な企画
⽴案にて、⽀援を⾏うよう務めております

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

6
・安全管理に関する事項について、⽇頃から
職員間で共有しております。

・職員間での周知にとどまっており、今後は
保護者様への周知にも努めます。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について
検討をしているか。

6
・ヒヤリハットがあった際には、ミーティン
グやカンファレンスにて共有し、再発防⽌
策を⽴てて実施しております。

・事業所内だけでなく、法⼈内でヒヤリハッ
ト事例を共有し、事故防⽌に努めておりま
す。

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

6

・定期的に虐待防⽌に関する研修（社内・社
外）に参加し、また、虐待防⽌委員会の参
加、虐待防⽌に関するチェックリストを活⽤
した、虐待防⽌への取組みを⾏っておりま
す。

・引き続き、虐待防⽌委員会への参加と定期
的な研修への参加を継続し、虐待防⽌への取
組みを⾏ってまいります。

54
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

6
・⾝体拘束に関して、契約時にご説明してお
ります。

・現在⾝体拘束を⾏うお⼦様や場⾯はありま
せんが、必要がある際には必ず保護者様への
説明、記録等を⾏ってまいります。また どの
ような場合に拘束するかは重要事項説明書に
て明記させていただいております。

⾮
常
時
等
の
対
応


